
12 月定例会を開催
議員５名が一般質問

①上地議員　女満別ゴルフコースの存続について ほか
②鈴木議員　未来を拓く地域医療の充実について
③後藤議員　女満別地区への良質な水道水を供給する

事業の進捗状況について
④福田議員　人口減少に伴う今後の考えについて
⑤齋藤議員　町政運営について
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町民との意見交流会」を
開催しました。　
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議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。お気軽に傍聴においでください。
◆YouTubeを活用し、本会議のインターネット中継を
行っています。パソコン、スマートフォン等でご覧
いただけます。

3月定例会は、

3月4日（水）から
開かれる予定です。

大空町議会
YouTube

YouTube の
QRコードはこちら12月定例会12月定例会

令和７年令和７年

12月17日～18日12月17日～18日

エネルギー価格・
物価高騰対策事業などの
補正予算について可決

YouTube の
QRコードはこちら11月臨時会11月臨時会

令和7年令和7年

11月25日11月25日

冬季生活支援事業などの
補正予算について可決

YouTube の
QRコードはこちら

2月臨時会2月臨時会
令和8年令和8年

2月4日2月4日

農業振興センター冷暖房設備
修繕工事などの補正予算
について可決

定

例

会

定

例

会

　
児
童
生
徒
が
頑
張
っ
て
い

ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
調

整
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
借
上
料

�

鈴
木
議
員
　

問
　
　
　
運
賃
の
上
昇
や
、
利

用
が
多
い
た
め
不
足

見
込
み
と
の
こ
と
だ
が
、
詳

細
を
伺
う
。

福
祉

課
長

　
　
　
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

利
用
率
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
度
実
績
で
39
．
６

％
、
令
和
７
年
度
は
、
48
．

３
％
と
、
９
％
の
上
昇
と
い

う
状
況
で
す
。

　
令
和
６
年
度
に
若
干
、
女

満
別
か
ら
東
藻
琴
に
運
行
を

か
け
て
い
ま
し
た
が
、
東
藻

琴
で
の
タ
ク
シ
ー
運
行
が
順

調
に
な
り
、
女
満
別
の
運
行

効
率
化
が
図
ら
れ
、
令
和
７

年
度
は
、
順
調
に
運
行
が
進

ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
・
一
部
改
正

　
大
空
町
障
が
い
者
支
援
拠

点
施
設
条
例
制
定
、
大
空
町

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
制
定
、
大
空

町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
長

　
　
　
　
　
国
の
推
奨
メ
ニ

ュ
ー
の
中
で
、

既
に
今
年
度
、
町
と
し
て
予

算
化
し
て
い
る
事
業
に
充
当

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
財
源
充
当
へ
の
補

正
予
算
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

町
立
学
校
体
育
文
化
振
興
補

助
金

�

後
藤
議
員
　

問
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

児
童
生
徒
の
活
動
も

活
発
に
な
っ
て
、
大
会
等
活

躍
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習

課

長

　
　
　
　
町
内
の
小
・
中
学

校
、
高
校
の
児
童

生
徒
が
体
育
ま
た
は
文
化
競

技
の
全
道
大
会
等
に
出
場
す

る
際
に
、
補
助
金
の
要
綱
に

基
づ
い
て
、
参
加
経
費
の
一

部
を
補
助
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
本
年
度
、
11
月
末
で
補
助

件
数
が
82
件
、
補
助
金
額
は

３
０
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の

新
人
戦
、
ま
た
全
道
大
会
、

既
に
確
定
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
現
行
予
算
で
不
足
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
、
大
空
町

図
書
館
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

大
空
町
図
書
館
条
例

�

鈴
木
議
員
　

問
　
　
　
女
満
別
図
書
館
の
開

館
時
間
を
午
後
８
時

ま
で
か
ら
、
午
後
６
時
ま
で

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
意

見
聴
取
の
経
過
と
利
用
者
へ

の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
社
会
教
育
委
員
会

や
図
書
館
協
議
会

の
中
で
、
時
間
の
短
縮
に
つ

い
て
、
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
に
対
し
て
、
本
定
例

会
で
議
決
後
、
図
書
館
や
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
し
て
い
き
ま
す
。

補
正
予
算

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価

高
騰
対
策
事
業
な
ど
、
令
和

７
年
度
一
般
会
計
の
ほ
か
、

２
特
別
会
計
の
補
正
予
算
に

つ
い
て
審
議
し
、
可
決
し
ま

し
た
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金

�

松
岡
議
員
　

問
　
　
　
国
か
ら
の
交
付
決
定

額
1
億
４
，
５
１
６

万
円
か
ら
２
，
３
５
０
万
円

程
度
差
額
が
出
る
が
、
今
後

事
業
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

臨

時

会
補
正
予
算

　
冬
季
生
活
支
援
事
業
、
職

員
給
与
費
な
ど
、
令
和
７
年

度
一
般
会
計
の
ほ
か
、
３
特

別
会
計
、
２
企
業
会
計
の
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

条
例
一
部
改
正

　
民
間
と
国
家
公
務
員
の
給

与
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
．

05
月
分
引
き
上
げ
る
人
事
院

勧
告
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
大
空
町
議
会
議
員

の
報
酬
、
大
空
町
特
別
職
の

給
与
、
大
空
町
職
員
の
給
与
、

大
空
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
関
係
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

財
産
の
無
償
貸
付

　
大
空
町
医
療
計
画
に
基
づ

き
医
療
供
給
体
制
を
確
保
す

る
た
め
、
病
院
周
辺
の
土
地

及
び
医
師
住
宅
を
医
療
法
人

社
団
双
心
会
に
無
償
貸
付
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し

ま
し
た
。

第
３
次
大
空
町
総
合
計
画

　
総
合
計
画
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
基
本
構
想
、

基
本
計
画
、
実
施
計
画
、
財

政
推
計
な
ど
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
可
決
し
ま
し
た
。

斜
網
地
区
廃
棄
物
処
理
組
合
の
設
立

　
網
走
市
、
美
幌
町
、
斜
里

町
、
清
里
町
及
び
小
清
水
町

と
ご
み
焼
却
処
理
施
設
の
設

置
、
管
理
及
び
運
営
に
関
す

る
事
務
を
共
同
処
理
す
る
た

め
、
規
約
を
定
め
、
斜
網
地

区
廃
棄
物
処
理
組
合
を
設
立

す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

女満別図書館

管理施設の名称 指定管理者 指定管理（委託）期間

地域福祉センター 大空町社会福祉
協議会

令和８年４月１日から
令和１１年３月３１日まで

東藻琴農村環境改善
センター

フジケンビル
サービス㈱

令和８年４月１日から
令和１１年３月３１日まで

補正予算（歳出）の主な内訳
事　業　名 補正額

エネルギー価格・物価高騰対策事業 給付業務
委託料 8,374万円

スマート農業・農業支援サービス事業補助金 3,774万円
エネルギー価格・物価高騰対策福祉施設等支援金 3,600万円
物価高対応子育て応援手当支給金 1,860万円
環境保全型農業直接支払交付金 684万円

補
正
予
算

　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
冷
暖

房
設
備
修
繕
工
事
な
ど
、
令

和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決

し
ま
し
た
。

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
費

�

鈴
木
議
員
　

問
　
　
　
冬
期
は
利
用
者
が
多

く
、
予
約
が
入
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
利
用
者
へ

の
周
知
、
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

総
合

支
所
長

　
　
　
工
事
期
間
は
10
日
間

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
の
利
用
が
不
可
能

で
あ
る
こ
と
を
御
案
内
し
て
、

別
の
日
に
日
程
調
整
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
内
容
に
よ
っ
て
は
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

利
用
も
含
め
て
御
案
内
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
民
間
運
営
に
よ
る

効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
、

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

要
望
意
見
書

　
「
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
確
立
に
関
す
る
予
算
の
拡

充
等
を
求
め
る
要
望
意
見

書
」
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま

し
た
。

冬季生活支援商品券

東藻琴農業振興センター
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

女満別ゴルフコースの
存続について ゴルフコースの存続のた

めには、みなさまの協力
が必要です。上

うえ
地
ち

 史
ふみ

隆
たか

 議員
👈　上地議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（18 分 25 秒から）

問
　
　
　
日
本
は
他
の
先
進
諸

国
に
比
べ
て
金
融
教

育
が
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
金
融
広
報
中
央

委
員
会
が
行
っ
た
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
調
査
２
０
２
２
年
度

を
見
ま
す
と
、
学
校
で
金
融

教
育
を
受
け
た
と
認
識
し
て

い
る
人
の
割
合
は
、
ア
メ
リ

カ
の
20
％
に
対
し
て
日
本
は

７
％
程
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
２
年
４
月
か

ら
の
文
部
科
学
省
の
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
小

学
校
・
中
学
校
・
高
校
で
の

金
融
教
育
が
義
務
化
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
内
の
学
校
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
学
校
に
お
け
る
金
融

教
育
に
つ
い
て
は
、

成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
下
げ

ら
れ
た
こ
と
や
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
以
外
の
新
た
な
決

済
手
段
と
し
て
、
様
々
な
電

子
マ
ネ
ー
の
普
及
に
よ
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
急
速
な

進
展
な
ど
を
受
け
、
児
童
生

徒
が
発
達
段
階
に
応
じ
て
金

融
経
済
に
関
す
る
基
本
的
な

仕
組
み
や
考
え
方
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

教
育
課
程
に
沿
っ
て
指
導
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

金
融
や
経
済
に
関
す
る
正
し

い
知
識
や
判
断
力
を
身
に
つ

け
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
働

く
こ
と
で
得
ら
れ
る
お
金
の

価
値
を
知
り
、
限
り
あ
る
お

金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
を

考
え
る
力
が
定
着
で
き
る
よ

う
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
　
　
金
融
経
済
教
育
を
推

進
す
る
研
究
会
が
令

和
４
年
度
に
実
態
調
査
を
行

い
、
専
門
的
知
識
を
取
り
扱

う
授
業
に
負
担
を
感
じ
て
い

る
教
員
の
方
が
、
約
５
割
い

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。
２
０
２
４
年
度
に
設
立

さ
れ
た
金
融
経
済
教
育
推
進

機
構
が
、
全
国
の
各
企
業
、

学
校
等
に
対
し
て
、
専
門
講

師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
予

算
も
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
う
い
う
も
の
も
活
用
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

教
育
長

　
　
　
毎
年
小
学
校
で
は
、

役
場
職
員
が
講
師
と

な
っ
て
小
学
校
６
年
生
に
租

税
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
税
金
が
使
わ
れ
て

い
る
か
な
ど
、
税
が
社
会
に

果
た
す
役
割
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
い
資
料
を
用
い
て
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
に
は
、

北
海
道
租
税
教
育
推
進
協
議

会
が
作
成
し
た
副
教
材
の
配

布
や
租
税
教
育
の
す
ぐ
れ
た

事
例
、
取
組
事
例
な
ど
を
も

と
に
、
租
税
教
育
事
例
集
を

配
布
す
る
な
ど
、
教
員
の
意

識
啓
発
を
図
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
教
職
員
を
対
象

に
し
た
消
費
者
教
育
支
援
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
、
金
融
経
済
教

育
支
援
機
構
や
、
文
部
科
学

省
消
費
者
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
講
師
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
演

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
大
空
高
校
で
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ

Ｃ
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
か
ら
講
師
を
迎
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
将
来

に
備
え
る
お
金
の
話
」
を
テ

ー
マ
に
株
式
投
資
に
つ
い
て

の
特
別
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、

人
生
設
計
を
テ
ー
マ
に
資
産

運
用
や
金
融
商
品
の
メ
リ
ッ

ト
や
リ
ス
ク
に
つ
い
て
学
ぶ

と
と
も
に
、
資
産
形
成
体
験

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
高
校
生

に
も
分
か
り
や
す
い
株
式
投

資
に
関
す
る
授
業
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
金
融
教
育
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
令
和
４
年
に
民
法
の

改
正
に
よ
り
、
成
人

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
消
費
者
の
金
融
ト
ラ
ブ

ル
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
。

教
育
長

　
　
　
指
摘
の
と
お
り
、
携

帯
電
話
の
契
約
や
ア

パ
ー
ト
の
賃
貸
契
約
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
作
成
な
ど
、

様
々
な
契
約
が
親
の
承
諾
な

く
本
人
の
意
思
で
で
き
る
よ

問
　
　
　
女
満
別
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
は
開
業
ま
で
に
16

年
の
歳
月
を
費
や
し
、
地
域

の
悲
願
と
し
て
、
平
成
13
年

８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
地
域

の
雇
用
、
観
光
、
経
済
、
町

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る

施
設
と
し
て
、
地
域
に
根
差

し
て
き
た
が
、
現
在
、
存
続

の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
外
国
資
本
が
取
得
し
、

営
業
を
終
了
さ
せ
、
全
国
的

に
問
題
と
な
っ
て
い
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

の
存
続
を
求
め
る
会
か
ら
署

名
と
要
望
書
を
頂
き
、
企
業

に
対
し
て
提
出
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
私
と
議
長
宛
て
に
、

女
満
別
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
の
存
続
を
求
め
る
会
よ
り

署
名
と
あ
わ
せ
て
要
望
書
を

頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
11
月
13
日
に
事
業
者
に
対

し
て
要
望
書
と
署
名
を
提
出

し
ま
し
た
。
署
名
筆
数
は
、

紙
で
６
，
３
２
８
筆
、
オ
ン

ラ
イ
ン
署
名
で
２
万
５
，
４

４
０
筆
と
合
計
３
万
１
，
７

６
８
筆
。
さ
ら
に
は
、
１
１

３
も
の
事
業
所
等
か
ら
も
、

反
対
の
賛
同
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
署
名
は
、
地
域
の
声
を

全
国
に
届
け
る
た
め
に
、
非

常
に
重
要
な
も
の
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
や
北
海
道
に
は
、

地
域
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
関
係
法
令
の
整
備
に
つ

い
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
地
域
を
衰
退
さ
せ
、
地

方
創
生
を
阻
害
す
る
土
地
等

の
取
得
や
開
発
行
為
に
対
す

る
規
制
を
強
く
求
め
、
地
域

住
民
や
自
治
体
が
主
体
と
な

り
、
事
業
者
が
地
域
住
民
と

協
議
し
、
地
域
住
民
の
理
解

と
納
得
を
得
る
こ
と
を
制
度

的
に
担
保
す
る
手
続
き
を
強

く
求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
町
で
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
可
能

性
と
地
域
資
源
の
保
全
を
両

立
さ
せ
る
た
め
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
区
域
設
定

支
援
業
務
に
よ
る
ゾ
ー
ニ
ン

グ
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
大
空

町
の
太
陽
光
、
風
力
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
踏
ま
え
つ
つ
、
環

境
保
全
区
域
地
域
と
の
調
和

が
必
要
な
区
域
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
が
適
し
て

い
る
区
域
を
区
分
し
、
地
域

の
合
意
形
成
を
得
な
が
ら
整

理
し
て
い
く
も
の
で
す
。
計

画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
有

識
者
、
関
係
機
関
、
地
域
住

民
と
の
協
議
を
重
ね
、
今
年

度
中
の
作
成
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
引
き
続
き
地
域
の
声
を
し

っ
か
り
反
映
す
る
よ
う
、
事

業
者
に
対
し
強
く
求
め
、
国

や
北
海
道
と
の
連
携
強
化
な

ど
に
よ
り
、
地
域
に
と
っ
て

最
良
の
結
果
で
あ
る
、
女
満

別
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
存
続
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

問
　
　
　
釧
路
市
は
自
然
と
太

陽
光
発
電
施
設
の
調

和
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。
10‌

kw
以
上
の
事
業

用
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置

を
許
可
制
と
し
て
、
特
定
保

全
種
や
特
定
保
全
区
域
を
指

定
し
、
事
業
計
画
の
事
前
協

議
、
住
民
説
明
、
生
態
調
査
、

損
害
賠
償
保
険
加
入
、
パ
ネ

ル
の
廃
棄
費
用
積
み
立
て
な

ど
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　
大
空
町
は
許
可
制
と
違
い

届
け
出
制
で
企
業
名
公
表
以

上
の
罰
則
は
な
い
の
と
、
企

業
が
計
画
を
持
っ
て
い
る
の

な
ら
、
条
例
と
関
係
な
く
住

民
説
明
を
求
め
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
の
利
用

者
を
増
や
す
取
り
組
み
も
あ

わ
せ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
も

対
抗
手
段
に
な
る
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
完

全
に
閉
鎖

し
て
、
大
規
模
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設

備
を
設
置
す
る
に

際
し
て
は
、
企
業

か
ら
の
説
明
を
求

め
て
い
く
考
え
で

す
。

　
現
在
、
大
空
町

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
施
設
の

整
備
に
関
す
る
条

例
を
施
行
し
て
い

ま
す
が
、
指
摘
の

通
り
、
違
反
す
る

よ
う
な
行
為
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
企
業
名
を
公
表
す
る

し
か
、
対
抗
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
で
す
。
固
定
価
格
買

取
制
度
を
利
用
す
る
場
合
に

は
、
国
の
許
可
を
得
る
こ
と

に
な
り
、
町
の
同
意
は
反
映

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
は
設
置
さ
れ
る
自

治
体
の
同
意
を
得
た
も
の
に

で
き
な
い
の
か
と
、
国
や
北

海
道
に
も
強
く
求
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
今
後
、
新
し

い
利
用
者
の
開
拓
と
い
っ
た

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
企
業
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
に
反
対
す
る

町
長
▼
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
存
続
に
全
力
を
尽
く
す

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
社
会
経
験
が
ま

だ
乏
し
く
、
詐
欺
や
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

可
能
性
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
自
分
自
身
を

守
る
た
め
に
も
、
今
後
、
児

童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ

た
金
融
教
育
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
提
案
の
あ
り

ま
し
た
外
部
専
門
家
を
派
遣

頂
き
、
新
た
な
学
習
の
機
会

も
検
討
し
た
い
。

金融教育の取り組みについて
生きていくうえで重要な取り組みでは
教育長▼今後も金融教育の充実に努めたい
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

未来を拓
ひら
く地域医療の

充実について この地域に住み続けるた
めには、医療、介護環境
の整備が重要課題との観
点から質問しました。

鈴
すず

木
き

 秀
ひで

之
ゆき

 議員
👈　鈴木議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。

問
　
　
　
在
宅
医
療
や
救
急
医

療
の
充
実
は
、
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
重
要
な
課
題
で
す
。

　
東
藻
琴
診
療
所
で
は
、
救

急
現
場
と
医
師
を
結
ぶ
リ
ア

ル
タ
イ
ム
映
像
伝
送
シ
ス
テ

ム
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
先
進
的
な
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
組
へ
の
今
後
の
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
東
藻
琴
診
療
所
と
大

空
消
防
署
東
藻
琴
出

張
所
で
実
施
し
て
い
る
実
証

実
験
は
、
救
急
現
場
や
搬
送

中
の
患
者
の
映
像
を
医
師
と

共
有
す
る
こ
と
で
、
迅
速
か

つ
的
確
な
判
断
に
つ
な
げ
る

も
の
で
す
。
地
域
住
民
の
安

全
、
安
心
を
守
る
た
め
に
医

療
機
関
で
の
先
進
的
取
組
に

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

の
か
関
係
機
関
と
検
討
協
議

し
ま
す
。

住
民
福

祉
課
長

　
　
　
本
年
４
月
か
ら
実
証

実
験
を
開
始
し
、
救

急
搬
送
13
件
、
転
院
搬
送
23

件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
転
院
搬
送
で
は
、
搬
送
中

の
患
者
の
状
況
を
医
師
が
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
患
者

や
家
族
の
安
心
に
つ
な
が
る

有
効
な
取
組
で
あ
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
す
。

問
　
　
　
医
療
、
救
急
現
場
の

先
進
的
取
り
組
み
を

広
く
周
知
し
、
実
証
実
験
を

さ
ら
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

住
民
福

祉
課
長

　
　
　
北
里
大
学
の
協
力
で

対
応
し
て
お
り
、
大

学
も
含
め
て
協
議
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問
　
　
　
救
急
医
療
提
供
体
制

の
確
保
は
、
住
民
の

安
心
・
安
全
確
保
の
基
盤
で

す
。
救
急
搬
送
体
制
と
救
急

救
命
に
関
す
る
情
報
提
供
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
救
急
医
療
提
供
体
制

の
存
続
・
確
保
の
た

め
、
心
臓
・
脳
疾
患
を
除
き
、

搬
送
先
は
、
一
次
医
療
を
担

う
地
元
医
療
機
関
に
搬
送
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
の
救
急
出
動
件
数
は
、

女
満
別
地
区
２
４
２
件
、
東

藻
琴
地
区
１
８
７
件
で
す
。

　
救
急
医
療
体
制
の
仕
組
み

と
救
急
医
療
機
関
へ
の
受
診

に
関
し
て
は
、
広
報
紙
や
町

公
式
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
、

繰
り
返
し
情
報
提
供
し
ま
す
。

　
救
急
救
命
に
つ
い
て
は
、

消
防
署
で
実
施
し
て
い
る
講

習
会
等
で
今
後
も
情
報
提
供

し
ま
す
。

問
　
　
　
町
内
に
は
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

な
く
、
広
域
連
携
の
強
化
が

課
題
で
す
。
通
院
困
難
者
へ

の
医
療
・
看
護
体
制
の
現
状

と
今
後
の
連
携
の
あ
り
方
、

併
せ
て
歯
科
訪
問
診
療
へ
の

支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
網
走
市
や
美
幌
町
の

事
業
所
と
連
携
し
、

交
通
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
75
歳
以
上
の
人

口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

近
隣
事
業
所
や
医
療
機
関
と

の
連
携
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

　
訪
問
歯
科
診
療
は
、
町
外

の
歯
科
医
院
を
紹
介
し
対
応

し
て
い
ま
す
。
町
内
歯
科
医

院
の
意
向
も
把
握
し
、
支
援

の
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
　
　
情
報
機
器
を
活
用
し

た
遠
隔
医
療
の
充
実

が
課
題
で
す
。
地
域
医
療
充

実
の
財
源
確
保
と
医
療
現
場

と
の
連
携
状
況
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
遠
隔
医
療
な
ど
情
報

通
信
機
器
を
活
用
し

た
先
進
的
な
取
組
に
対
す
る

国
や
北
海
道
の
補
助
金
活
用

を
検
討
し
ま
す
。

　
医
療
機
器
整
備
な
ど
は
、

必
要
に
応
じ
地
域
福
祉
医
療

基
金
も
活
用
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　
医
療
情
報
通
信
技
術
の
活

用
と
町
民
へ
の
学
習
機
会
提

供
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
情

報
提
供
手
段
を
検
討
中
で
あ

り
、
近
隣
市
町
の
先
進
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
医
療
現
場
と
行
政
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
年
１
回
の
地

域
医
療
懇
談
会
を
通
じ
て
現

場
の
声
を
施
策
に
反
映
し
て

い
ま
す
。

　
医
療
や
介
護
は
、
町
民
が

大
空
町
で
暮
ら
し
続
け
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
基
盤
で
す
。

今
後
も
医
療
現
場
と
連
携
し
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
持
続

可
能
な
医
療
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一口
　メモ リアルタイム映像伝送システム

消防の通信指令室、救急隊及び
医療機関の医師が、スマートフ

ォンやタブレット端末を利用し、救急現
場や救急搬送中の状況映像を見ながら情
報交換できるシステム。

住
み
続
け
る
た
め
は
、
医
療
環
境
の
整
備
を

町
長
▼
町
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
着
実
に
実
行

問
　
　
　
女
満
別
地
区
と
東
藻

琴
地
区
の
給
水
人
口

及
び
有
収
水
量
の
現
況
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
参
事

　
　
　

給
水
人
口
（
表
１
）

平
均
値
で
両
地
区
合

わ
せ
て
毎
年
１
０
０
名
以
上

が
減
少
し
て
い
る
状
況
で
、

今
後
も
減
少
が
続
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
有
収
水
量
（
表
１
）
は
、

過
去
５
年
間
の
平
均
値
で
女

満
別
地
区
で
は
年
間
約
４
，

１
０
０
㎥
が
減
少
し
て
い
る

状
況
で
す
が
、
東
藻
琴
地
区

で
は
、
年
間
約
２
，
８
０
０

㎥
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
れ
は
、
営
農
用
に
よ
る

使
用
水
量
の
増
加
が
要
因
で

す
が
、
両
地
区
合
計
で
は
年

間
約
１
，
２
０
０
㎥
の
有
収

水
量
が
減
少
し
て
お
り
、
今

後
も
こ
の
傾
向
が
続
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
水
道
事
業
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策
定

を
行
っ
た
総
括
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
令
和
５
年
度
に
実
施

し
た
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
目
的
は
、
老
朽

化
す
る
水
道
施
設
に
対
し
て
、

中
長
期
的
な
視
点
で
計
画
的

に
更
新
し
、
あ
わ
せ
て
こ
れ

を
可
能
と
す
る
財
政
収
支
の

見
通
し
を
把
握
す
る
た
め
に

策
定
し
た
も
の
で
す
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
今

後
必
要
と
な
る
経
費
の
算
出

を
行
う
た
め
、
更
新
需
要
の

見
通
し
を
立
て
、
更
新
期
間

や
更
新
需
要
の
試
算
係
数
を

設
定
し
、
水
源
・
浄
水
場
の

再
構
築
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
し
て
い
く
こ
と
を
考
慮
し

て
算
出
し
て
い
ま
す
。

　
結
果
と
し
て
財
政
収
支
に

関
し
て
は
、
40
年
間
で
約
２

３
０
億
円
か
ら
３
１
０
億
円
、

１
年
平
均
で
約
６
億
か
ら
８

億
円
の
費
用
が
必
要
と
な
り
、

こ
れ
ら
施
設
更
新
を
可
能
と

す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
料

金
単
価
を
５
．
６
か
ら
７
．

０
倍
に
引
き
上
げ
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
網
走
市
の
導
水
管
か

ら
原
水
の
融
通
を
受

け
、
こ
れ
を
代
替
水
源
と
す

る
こ
と
で
、
水
源
及
び
浄
水

場
の
一
部
廃
止
や
停
止
に
よ

り
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
行

う
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の

程
度
の
経
費
節
減
が
可
能
と

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

建
設
課
参
事

　
　
　
50
年
間
で
か
か
る
費

用
を
算
出
し
て
比
較

し
て
い
ま
す
。
網
走
市
か
ら

原
水
を
受
け
た
場
合
の
施
設

整
備
と
維
持
管
理
費
の
合
計

額
が
65
億
６
，
２
０
０
万
円

に
対
し
、
受
け
な
か
っ
た
場

合
の
経
費
の
合
計
額
が
67
億

４
，
４
０
０
万
円
と
算
出
し

て
い
ま
す
。
１
億
８
，
２
０

０
万
円
の
コ
ス
ト
縮
減
が
可

能
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
網
走
市
と
水
道
事
業

の
広
域
連
携
を
行
っ

た
場
合
の
費
用
負
担
割
合
及

び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
参
事

　
　
　
費
用
負
担
に
つ
い
て

は
、
流
量
比
に
よ
る

案
分
を
行
い
算
出
し
ま
す
。

網
走
市
が
使
用
し
て
い
る
流

量
は
１
日
当
た
り
１
万
㎥
で

あ
り
、
大
空
町
が
今
回
使
用

す
る
量
は
、
１
日
当
た
り
１
，

０
０
０
㎥
で
す
の
で
、
ト
ー

タ
ル
で
１
万
１
，
０
０
０
㎥

分
の
１
，
０
０
０
㎥
で
す
の

で
、
９
．
１
％
が
大
空
町
の

負
担
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
予
定
と
し

て
は
、
現
在
も
進
め
て
い
ま

す
が
、
令
和
７
年
度
中
に
、

水
道
事
業
の
認
可
変
更
を
完

了
さ
せ
、
令
和
７
年
度
、
令

和
８
年
度
の
２
か
年
で
実
施

設
計
、
令
和
９
年
度
か
ら
令

和
11
年
度
に
管
路
整
備
を
行

い
、
そ
し
て
令
和
12
年
度
に

浄
水
場
の
改
造
を
実
施
し
、

供
用
開
始
す
る
こ
と
を
目
標

に
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
女
満
別
地
区
へ
の
良

質
な
水
道
水
を
供
給

す
る
事
業
に
よ
り
、
美
味
し

い
水
を
飲
む
こ
と
は
町
民
の

皆
様
の
悲
願
で
す
。

美
味
し
い
水
を
飲
む
こ
と
は
女
満
別
地
区
の
悲
願
で
あ
る

町
長
▼
令
和
12
年
の
目
標
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
と
取
り
進
め
た
い

女満別地区への良質な水道水を
供給する事業の進捗状況について

道内の美味しい水のある
町は魅力的に感じ、人気
がありますね。
秀峰藻琴山の水を飲める
ことが、とても楽しみで
す。

町
長

　
　
　
網
走
市
と
協
議
を
し

て
、
こ
の
よ
う
な
形

で
よ
う
や
く
実
現
し
て
い
く

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
令
和

12
年
に
は
と
い
う
こ
と
で
、

そ
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
し

っ
か
り
と
取
り
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員
👈　後藤議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。

（表１）給水人口及び有収水量の現状と見通し
給
水
人
口

区　　分 大空町全体 女満別地区 東藻琴地区
令和6年度 6,184人 4,295人 1,889人
令和10年度 5,737人 3,937人 1,800人

有
収
水
量

区　　分 大空町全体 女満別地区 東藻琴地区
令和6年度 875,174㎥ 464,872㎥ 410,302㎥
令和10年度 715,400㎥ 405,880㎥ 309,520㎥

診療所でのシステム使用の様子
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

問
　
　
　
町
長
の
目
指
す
大
空

町
の
姿
は
ど
こ
な
の

か
伺
う
。

町
長

　
　
　
５
年
間
で
５
０
０
人

程
度
の
人
口
減
少
が

予
測
さ
れ
、
町
が
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
の
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
人
口
減
少

は
地
域
経
済
や
社
会
の
活
力

低
下
を
引
き
起
し
、
若
年
層

の
流
出
や
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
影
響
は
よ
り
深
刻
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
第
３
期
大
空
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
見
直
し
を
進
め
て

お
り
、
町
の
持
続
的
な
発
展

に
向
け
た
新
た
な
指
針
を
策

定
し
ま
す
。

　
二
つ
目
と
し
て
、
地
域
経

済
の
活
性
化
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
産
業
の
振
興
、
特
産
品

の
開
発
や
観
光
資
源
の
活
用

を
通
じ
、
働
き
た
い
時
間
と

働
い
て
欲
し
い
時
間
を
マ
ッ

チ
ン
グ
し
た
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
促
進
や
、
事
業
承
継
の

支
援
を
行
い
、
地
域
の
雇
用

を
創
出
し
、
経
済
の
自
立
を

図
り
、
地
域
内
の
消
費
を
促

進
し
、
地
元
企
業
や
事
業
者

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
三
つ
目
に
は
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
施
設
の
整
備
を
進
め
、

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
馴
れ

た
大
空
町
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　
最
後
に
、
教
育
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
地
域
の
発
展
に

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
質
の
高

い
教
育
施
設
や
子
育
て
支
援

制
度
を
提
供
し
、
親
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
地
域
全
体
で
子

育
て
を
支
え
る
文
化
を
育
み
、

子
ど
も
た
ち
が
成
長
で
き
る

地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
今
後
も
課
題

に
対
し
、
逃
げ
る
こ
と
な
く

果
敢
に
取
り
組
み
、
ま
ち
づ

く
り
を
推
し
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

問
　
　
　
企
業
誘
致
を
進
め
て

人
口
減
少
を
防
げ
る

の
か
。
そ
の
地
を
生
か
し
た

考
え
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
新
た
な
企
業
を
進
出

さ
せ
る
と
い
う
の
は

難
し
い
状
況
で
す
。

　
大
空
町
に
は
空
港
が
あ
り
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
空
港

に
降
り
立
っ
て
地
上
業
務
を

行
う
職
員
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
医
療
、
介
護
の
現
場
に

お
い
て
も
人
手
不
足
は
深
刻

な
問
題
で
す
。

　
大
空
町
に
は
雇
用
の
場
は

あ
る
が
、
雇
用
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
豊
富
で
は
な
く
、

ま
ず
は
働
く
場
所
の
あ
る
事

業
所
や
、
企
業
と
つ
な
が
り

を
維
持
し
な
が
ら
、
継
続
的

に
事
業
展
開
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
網
走
、
美
幌
、
北

見
に
も
近
く
、
大
空
町
に
住

ん
で
勤
務
す
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
地
域
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
逆
も
し
か
り
で

あ
り
、
少
し
遠
い
と
こ
ろ
か

ら
で
も
通
勤
で
き
る
位
置
に

あ
る
こ
と
も
事
実
で
、
住
ん

で
い
た
だ
く
に
は
、
魅
力
が

必
要
で
は
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　
教
育
の
部
分
で
は
給
食
費

の
無
償
化
、
子
育
て
支
援
で

は
、
18
歳
ま
で
医
療
が
無
償

で
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

も
行
っ
て
い
て
、
来
年
に
は
、

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
た
ち

の
通
う
放
課
後
デ
イ
も
開
設

で
き
る
よ
う
に
考
え
、
環
境

の
充
実
が
あ
る
こ
と
を
、
広

く
訴
え
て
い
く
こ
と
が
、
必

要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
企
業
誘
致
は
、
道
の
担
当

の
方
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
こ
か
ら
頂
く
情
報
を

提
供
す
る
な
ど
、
今
後
も
ア

ン
テ
ナ
を
張
っ
て
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

問
　
　
　
農
業
者
人
口
減
少
を

防
ぐ
方
策
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

減
ら
さ
な
い
た
め
の
方
策
は

町
長
▼
地
元
企
業
、
事
業
者
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く

人口減少に伴う
今後の考えについて 避けられない人口減少問

題をいろいろな角度から
考えることが必要ではな
いでしょうか。

町
長

　
　
　
大
空
町
に
は
、
耕
作

放
棄
地
は
な
い
と
い

う
認
識
で
す
が
、
こ
れ
以
上
、

農
家
戸
数
が
減
少
し
た
場
合

に
は
、
耕
作
放
棄
地
が
発
生

し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
土
地

に
は
、
新
た
な
就
農
者
に
入

っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
家
戸
数
を
こ
れ
以
上
減
ら

す
の
は
、
当
然
人
口
減
少
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き
、
地
域

の
活
性
化
の
低
下
に
結
び
つ

い
て
い
き
ま
す
。
食
い
止
め

る
に
は
、
新
規
で
の
就
農
、

企
業
等
で
勤
め
て
い
た
方
が
、

地
元
に
戻
っ
て
農
業
に
触
れ

て
み
た
い
方
に
対
し
て
、
橋

渡
し
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
、

農
協
、
農
業
委
員
会
な
ど
と

連
携
し
、
同
じ
危
機
意
識
を

持
っ
て
取
り
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

福
ふく

田
だ

　淳
じゅん

一
いち

 議員
👈　福田議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。

問
　
　
　
令
和
４
年
４
月
、
町

長
に
就
任
さ
れ
て
以

来
、
大
空
町
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
マ
ン
と
し
て
、
国
、
北

海
道
、
各
市
町
村
、
各
種
団

体
な
ど
、
多
く
の
折
衝
に
当

た
ら
れ
、
３
年
８
か
月
に
わ

た
り
、
町
政
運
営
の
か
じ
取

り
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
最
少
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
発
揮
し
、
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
町
政
の
課
題
は
尽
き

る
こ
と
な
く
、
今
な
お
課
題

等
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
現
段
階
に
お
け
る
、
政

策
の
成
果
、
達
成
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
令
和
４
年
４
月
に
執

行
さ
れ
ま
し
た
大
空

町
長
選
挙
に
お
い
て
、
町
政

を
お
預
か
り
し
た
３
年
８
か

月
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

去
っ
て
し
ま
っ
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
与
え
ら
れ
た
任
期
の

中
で
、
第
２
次
大
空
町
総
合

計
画
の
目
指
す
将
来
像
、「
夢

を
絆
を　
笑
顔
で
彩
る
大
空

町
」
実
現
の
た
め
、
職
員
と

と
も
に
、
総
合
計
画
の
後
期

４
年
間
取
り
組
み
を
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
１
期
目
の
総
括
に
つ
い
て
、

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

と
し
て
三
つ
の
政
策
の
柱
を

定
め
ま
し
た
。
政
策
の
１
本

目
の
柱
と
し
て
、
私
は
教
育

が
大
事
だ
と
考
え
、
次
代
を

担
う
教
育
の
実
践
と
学
び
続

け
ら
れ
る
環
境
の
充
実
を
掲

げ
、
こ
の
柱
に
六
つ
の
施
策

を
。
政
策
の
２
本
目
の
柱
と

し
て
、
足
腰
の
強
い
産
業
の

創
出
と
し
て
、
産
業
を
掲
げ
、

こ
の
柱
に
七
つ
の
施
策
を
。

政
策
の
最
後
、
３
本
目
の
柱

と
し
て
思
い
や
り
の
あ
る
福

祉
の
実
現
と
し
て
、
福
祉
を

掲
げ
、
こ
の
柱
に
六
つ
の
施

策
を
公
約
と
し
て
自
ら
に
課

し
、
お
約
束
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
３
本
の
柱
と
と
も

に
、
こ
れ
を
支
え
る
土
台
と

な
る
生
活
基
盤
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
と
し
て
、
三
つ
の
施
策

も
あ
わ
せ
て
掲
げ
ま
し
た
。

　
次
代
を
担
う
教
育
の
実
践

と
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
の

充
実
で
は
、
地
球
温
暖
化
が

叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
小
・

中
学
校
、
さ
ら
に
は
大
空
高

校
で
の
普
通
科
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
、
大
空
高
校
生

徒
寄
宿
舎
の
増
築
、
さ
ら
に

は
、
大
空
高
校
生
徒
の
海
外

留
学
に
対
す
る
支
援
な
ど
、

特
色
あ
る
取
り
組
み
に
対
し

支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
足
腰
の
強
い
産
業
の
創
出

で
は
、
両
地
区
に
お
い
て
の

土
地
改
良
基
盤
整
備
事
業
の

推
進
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
及
び
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
の
継
続
、
さ
ら
に
は
商

工
会
が
実
施
す
る
大
空
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
に
も
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
資

源
、
町
有
林
の
適
正
管
理
に

つ
い
て
も
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
た
取
り
組
み
へ

の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
思
い
や
り
の
あ
る
福
祉
の

実
現
で
は
、
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
の
医
療
費
無
償
化
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
で
の
医
療
提

供
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、

継
続
し
て
支
援
を
行
い
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支

え
る
介
護
福
祉
施
設
に
対
し

て
も
、
様
々
な
事
業
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
整
備
し
、
側
面
的

な
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
長
年
の
課
題
で
あ

り
ま
し
た
、
支
援
の
必
要
な

児
童
に
お
け
る
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
事
業
開
始
に
向
け
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
土
台
と
な
る
生

活
基
盤
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
で

は
、
良
質
な
水
道
水
供
給
の

た
め
、
網
走
市
と
の
広
域
で

の
連
携
協
力
の
道
筋
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
旧
女
満

別
高
校
寄
宿
舎
を
東
京
農
業

大
学
競
技
ス
キ
ー
部
へ
の
譲

渡
な
ど
、
遊
休
資
産
の
活
用

に
つ
い
て
も
一
部
で
は
あ
り

ま
す
が
、
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

問
　
　
　
次
期
に
向
け
て
、
決

意
を
伺
う
。

次
期
へ
の
決
意
は

町
長
▼
先
頭
に
立
っ
て
進
め
る

町政運営について
町長に次期に向けての決
意を伺いました。

町
長

　
　
　
第
３
次
大
空
町
総
合

計
画
は
、
私
が
昨
年

７
月
16
日
に
第
１
回
目
の
総

合
計
画
策
定
審
議
会
に
お
い

て
、
審
議
会
会
長
に
対
し
、

諮
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

幾
度
も
議
論
を
重
ね
て
い
た

だ
い
た
中
、
本
年
11
月
27
日
、

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
い
た
だ
い
た
総
合
計

画
基
本
構
想
並
び
に
基
本
計

画
に
は
、
町
民
皆
様
の
10
年

後
の
大
空
町
の
目
指
す
姿
、

こ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
た
な
総
合
計
画
を

着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
現
在
、

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
、

新
た
な
人
口
減
少
対
策
で
あ

る
総
合
戦
略
の
推
進
、
女
満

別
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
存
続
、

女
満
別
研
修
会
館
の
後
継
施

設
の
整
備
、
数
年
間
、
満
開

宣
言
で
き
て
い
な
い
芝
桜
公

園
の
再
生
、
医
療
、
高
齢
者

介
護
施
設
の
持
続
性
の
確
立
、

人
口
減
少
下
に
お
け
る
行
財

政
改
革
な
ど
、
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
、
職
員
の
先
頭

に
立
っ
て
、
町
政
を
進
め
て

い
く
覚
悟
を
持
っ
て
い
ま
す
。

齋
さい

藤
とう

　宏
ひろ

司
し

 議員
👈　齋藤議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。

東藻琴小学校　給食の様子

東京農大競技スキー部合宿所開所式
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議会報告会・町民と の意見交流会を開催
令和７年度

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

主な質問・意見等 議会側の回答
　網走市導水管と接続すると説明があったが、東藻琴か
ら女満別に送水することはできないか。

　１番早くできる方法は、東藻琴の水源から網走市に送
水している導水管から分岐をして、女満別地区にいただ
くという方法です。

　第３次総合計画について、12月定例会で可決し、今年
４月から始まる。町民のいろいろな方の考えが入ってい
るので、着実に実施して欲しい。

　今回できた総合計画に沿って進めるよう、議会側も見
ていきます。
　また、単年度で見直すことも今回入っており、修正を
しながら進めていきたいと思います。

　移住・定住・企業誘致の促進策について、効果が認め
られなければ３年程度で見直しになるパターンが多い。
５年、10年くらいの長いスパンで支援策を継続して欲し
い。

　移住・定住、企業誘致に関しては、町の優遇策がないと、
企業も来てくれないと思います。確認をさせていただき、
町に申入れをしたいと思います。

　錦町第３自治会として、ドリーム苑の外国人実習生と
交流するなど、何か協力できないかと考えている。

　観光夏まつりの花火大会や盆踊り大会に参加していた
だいています。施設側とも話をして、行事の参加への呼
びかけることが必要だと思います。

　防災ステーションは市街地から遠い。高齢者の行事に
ついても利用しているが、住民が使いやすい施設なのか。
　また、設置場所は安全な場所なのか。どのような検討
をしたのか。

　河川の防災拠点として、河川の近くにかさ上げをして
建てています。
　場所の問題についてはかなり議論しました。吹雪で通
行止め道の駅が避難場所となっていますが、美幌側につ
いては、今の場所が避難場所として適地であると思いま
す。

　４月に町議会議員選挙があるが、12人も議員は必要か。
定数削減の話はないのか。

　今回は定数 12人で選挙をします。
　しかし、議員報酬と議員定数、両方を見直していく時
期ではないかという話をしています。次年度から議論し
ていきたいと考えています。

　女性模擬議会を開催したが、議会には女性議員が必要
だと思っているが、どうか。

　管内で女性議員がいないのは３町村だけです。女性の
意見が議会の中でも必要だと思っています。

　女満別福祉会の運営状況を議会として、どの様に受け
止めているのか。

　女満別福祉会は経営的に大変厳しい状況が続いている
が、絶対無くしてはならない施設だと考えています。介
護報酬が低い状況で、福祉会からも要望は上がってきて
おり、どの様な支援ができるか町と協議してまいります。
　なお、重点支援交付金を活用して、両福祉会に１千万
円づつエネルギー価格高騰に対して支援をしています。

　大空町議会の活動内容を報告するとともに、町民の皆さんと「まちづくり」について語り合
う『令和７年度　議会報告会・町民との意見交流会』を１月24日に開催しました。
　23名の方の参加をいただいて、たくさんのご意見等をいただきましたので、主な内容をお知
らせします。

主な質問・意見等 議会側の回答
　芝桜公園の温泉は、老朽化や維持費がかかるため、取

り壊すと聞きました。今後の状況について、どの様に進

めていくのか。

　温浴施設の営業はしない予定であると聞いています。

　ただ、キャンプ場を整備するので、足湯やシャワーを

整備する方向で動いていると聞いています。
　女満別には合同納骨塚があると聞いた。東藻琴にも造っ

ていただけないのか。

　合同納骨塚を女満別地区に整備しています。千体まで

入ることになっていますので、当面の間は、現在の合同

納骨塚で、対応していくことになると思います。
　熊も鹿も増えています。農協では電気牧柵を設置した

場合の助成はありますが、町として助成について予算付

けは考えているのか。

　国も有害鳥獣が増えていることから、里山と有害鳥獣

が住んでいる山との境界にフェンスを立てる助成として

有害鳥獣被害防止総合交付金が出来ると聞いています。

詳細について決まり次第、町に要請したいと思います。
　ハンターが熊や鹿を駆除してくれますが、助成はどう

なっているのか。

　町では駆除や狩猟免許等の助成は行っています。管内

他町村の動向を見ながら、手厚くしてほしいと町側にも

伝えています。
　女満別ゴルフコースの今後は、どうなるのか。 　昨年の 11月に町長と議長とで、ゴルフ場を所有してい

る会社へ皆さんに書いていただいた署名を持って話しを

してきました。お互いに納得できる形で話しを進めたい

と確認してきています。

　現在、町でゾーニング計画を作成している最中ですが、

ゴルフコースは不適切地になっている旨、相手方に伝え

ていきます。
　子どもの人数が減ってきています。将来的に東藻琴地

区と女満別地区の学校統合は、考えているのか。

　町長は、一般質問への答弁で、女満別地区と東藻琴地

区を一緒にすることはないと言っています。

　議会としても、注視していきたいと思います。
　合併して 20年経ちますが、東藻琴地区と女満別地区の

交流が少ないと思います。

　両地区の交流は、学生時代からしていった方が良いと

思いますので町側にも伝えます。
　児童の発達支援について、定員は何人ですか。また、

定員漏れした人は、各地区にある「めちゃ館」とか「の

んきっず館」で受け入れて貰えるのか。

　放課後等デイサービスの定員は、１日 10名で、希望者

が 40名位のため、１週間で 40名を受け入れる計画と聞

いています。めちゃ館やのんきっず館では、重度の方の

受け入れは職員の体制的に難しいと聞いていますが、軽

度の方は実際に利用していると聞いています。
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議　
　
長　
原
本
哲
己（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
鈴
木
秀
之

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
森
賀
祐
司

委　
　
員　
福
田
淳
一

委　
　
員　
大
泉
知
功

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　
広
報
委
員
と
な
り
議
会
だ
よ
り
の
編
集

に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
早
い
も
の
で
4

年
と
な
り
ま
し
た
。
編
集
作
業
な
ど
し
た

こ
と
が
な
く
、
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で

し
た
が
他
の
委
員
さ
ん
の
助
け
も
あ
り
何

と
か
4
年
間
務
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
で
は
親
し
み
や
す
く
、
読
ん

で
も
ら
え
る
“
議
会
だ
よ
り
”
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
が
皆
様
の
評
価
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て
の

解
説
や
一
般
質
問
の
配
信
へ
の
誘
導
、
議

員
の
似
顔
絵
イ
ラ
ス
ト
（
一
部
似
て
な
い

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
が
）
の
採
用
な
ど

広
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
意
見
も
取
り
入
れ

な
が
ら
進
め
て
こ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
将
来
的
に
議
会
と
し
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
発
信
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
微
力
で
し
た
が
町
民
皆
様
に

議
会
の
活
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

す
れ
ば
幸
い
で
す
。�

（
森
賀
）

なつかしの校舎

　豊住小学校は、明治44年に女満別教育所所属木禽教授所として16線の
上山　繁作氏所有地に草葺校舎を建て開設。児童数は、18名で、初代教員は、
木根　三助氏でした。
　大正期、鉄道の開通で開拓入植者の増加に伴い児童数も増え、大正2年
に地域住民の努力により現在地に移転することになり、校舎と教員住宅が
新築されました。
　大正6年尋常小学校になり昭和10年には、高等科が設置され、昭和11年
の字名改称に伴い、豊里と住𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
名が変わり、昭和16年豊住国民学校、昭和22年豊住小学校となり、高等
科は、豊住中学校として併置されました。昭和36年には、児童生徒数が
447名となっています。
　中学校は、平成５年に女満別中学校と統合になり、小学校は、平成26年
２月閉校式、同年４月１日に女満別小学校と統合しました。
　小学校の卒業児童数は、2,131名。中学校の卒業生徒数は、1,114名で
した。
　校歌の作詞は、川内　忠吉氏、作曲は、染田　貞氏です。校歌には、開
拓と子弟の教育に情熱を傾けた先達の北の大地で逞しく生きる決意が込め
られているように感じられます。
（参考文献：豊住小学校開校100周年記念誌・豊住小学校統合記念誌、女満別町史）

豊住小中学校豊住小中学校

あさひ葬送の直葬・ご遺体搬送のサービス内容
　あさひ葬送では、軽バンによる搬送を活用することで、低価格
での直葬やご遺体搬送を実現しています。各宗教施設や葬儀社様
からの搬送も、低額にて承っております。
　また、病院・施設から斎場やご自宅までの移送のみ、あるいは
斎場・ご自宅から火葬場までの移送のみといったご依頼にも対応
しております。
　ご遺族の負担を軽減するサポート体制あります。
　他にも、ご要望があればお対応していきたいと思います。

期間：３月 6 日（金）～ 3 月 13 日（金）の 8 日間
時間：１０時～１５時まで
場所：大空町女満別西２条４丁目１番５号

【居酒屋のみの大泉】隣接店舗

直葬① 【仏具を除く費用も最小限に】
 女満別地域なら 115,700 円（税込）～
 お預かり安置（面会なし） 
 日数　1 日（24 時間）
※火葬料金は含まれていません。

◎ 大 空 町 無 料 相 談 会

（HPはこちら）

あさひ葬送
網走市つくしヶ丘４丁目12̶18

TEL 070-4476-9812(担当 たなばた)
https://asahi-sousou.com/

※民間企業からの有料広告を掲載しています。

〇女満別農協青年部の活動について
　毎年収穫祭を行いますが、町の方と触れあう機会が
少ないので、今後も農協青年部の活動を知っていただ
けるように周知活動にも取り組んでいきたいです。
〇農家に従事するきっかけは
　農家をする前は札幌のパン屋で7年間従事しました。
パン作りが好きで経営も考えていましたが、一人で住
む親も高齢になり、実家の農業を継ぐ兄弟もいなかっ
たため、農家の経営も考えるようになり帰省しました。
〇大空町に住んでいて感じることは
　札幌にいた時より自然に触れる機会があり嬉しいで

すが、もう少し人が来てくれるような施設の充実やお
店などの誘致にも力を入れて取り組んで欲しいです。
〇今後取り組みたいことは
　陸上クラブのコーチとして小中学生に指導していま
すが、楽しみながら基礎的なトレーニングに取り組む
ことにより、色々なスポーツにも応用することができ
たらと考えています。
　また、農家としては、他の若い農業者と共に技術や
知識なども身につけ、農業政策にも関心を持ちながら
地域の農業を守っていきたいです。

玉
たま

　木
き

　陽
よう

　介
すけ

 さん

自分の仕事
について

（JAめまんべつ青年部長）
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